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磐梯山南西麓の岩屑堆積物

一大露頭はかく語る一

三村弘二1㌧遠藤秀典2)

､｡はじめに

｢会津磐梯山は宝の山よ｣の民謡でもよく知られ

ている磐梯火山は,1888年(明治21年)の噴火に

伴って北側の山腹が大規模に崩壊した.今は,こ

の崩壊した部分が馬蹄形の地形となって残ってい

る.この時,崩壊した岩屑は当時の河谷を埋め,

桧原湖や五色沼などの湖沼を形成している.

この磐梯火山は,南側の猪苗代湖側も含めると,

それ以前に幾度も大規模に崩壊している(三村,

1988など,第1表)､これは,この火山が,噴火に

よる噴出物によって火山の山体を成長させては,

その後大規模に崩壊することを繰り返してきた結

果である.しかし,それらの噴火活動や崩壊に伴っ

た現象の具体的な内容については,不明な点が多

かった.

最近になって,磐梯山南西麓の大規模なリゾｰト

開発に伴う取り付け道路の切通し断面露頭(六

号;口絵参照)で,その歴史を明らかにする大きな

手がかりが得られた.この露頭では,磐梯火山最

大の崩壊による翁島岩屑なだれと,その後の頭無

岩屑なだれに相当する堆積物が観察された.露頭

は,上記2つの岩屑なだれ堆積物(後述39,43p.)

が同時に観察できるのみならず,これらの岩屑なだ

れ堆積物の間に,火砕サｰジ(後述40p.)及びラハ

ｰル(後述42,43p.)の堆積物など,従来存在が明･

確になっていなかった種類の堆積物が見い出された.

一般に火山では,例えば大島火山における割れ

目噴火や溶岩流の流出,あるいは雲仙火山におけ

る溶岩ドｰムからの火砕流の発生などの様々なタ

イプの現象が生じる.また,火山の噴出物は不安

定な地形を形成しやすく,それらが大規模な崩壊

を生じることも多い.火山において生じるこれらの

現象は,それらの種類や規模によって,斜面を流

下する速度や到達範囲,あるいは破壊力などが異

なる.火山地域における災害の危険性について検

討する際に,対象となる火山でどのような現象を

生じやすいか,そのくせを明らかにしておくことは

重要である.そのためには,火山周辺に残されて

いる堆積物から,過去に生じ光現象を読み取るこ

とが必要になる.

本稿では,この磐梯火山南西麓の露頭における

堆積物の断面を中心に,堆積物の流下･堆積のメ

カニズムと,それらから読み取ることができた磐梯

火山の噴火と崩壊の歴史について,三村･遠藤

(1997)をもとに紹介する.

第､表磐梯火山における主要堆積物と地質年代

三村･遠藤(禍97)に基づく.

地質��層序区分�年代

時代���(万年)

完��1888年･1954年岩屑なだれ堆積物�

新��琵琶沢岩屑なだれ堆積物�

世��小磐梯火山体�0.5

�新磐梯��

�火山�大磐梯火山体�

��沼ノ平岩屑なだれ堆積物�

��頭無岩屑なだれ堆積物■HP一軽石層�3-5

��翁島岩屑なだれ堆積物/HP2軽石層�7-8

更���

新�古磐梯�櫛ケ峰火山体･赤埴火山体�10

世�火山�長坂火砕流堆積物�I

��川上溶岩円頂丘群�80

�先磐梯��

�火山�1888年崩壊壁下部�50-90

1)地質調査所地質部

2)地質調査所環境地質部

キｰワｰド:火山,山体崩壊,岩屑なだれ､火砕サｰジ,ラハｰル,

磐梯山
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第1図磐梯火山の地質概要図(三村･遠藤,1997).小劇11の

露頭の位置を㊥印で示す.

2.堆積物の特徴と流下｡堆積のメカニズム

第1図に磐梯火山の地質概要図を示す.本稿で

詳しく紹介する露頭の位置は,第1図のなかに示

すように,磐梯山出項から南西約4.7kmにあり,小

屋川の谷の西岸に位置する.この露頭(以下では

小屋川の露頭)の規模は,道路の両側に,地表か

らの比高10m余り･延長50m余りである(六号;口

絵5参照).

小屋川の露頭の堆積物は第2図のスケッチ図と

第6図に示すように,8つの地層単位に区分できる

(ユニット1一ユニット8).以下では,各堆積物の特

徴とそれらから推定される流下･堆積のメカニズ

ムについて検討結果を詳述する.

ユニット1:下位の岩屑なだれ堆積物

最大径5mを越える溶岩及び火砕岩の岩塊が不

規則な形状で含まれる層厚4m以上の堆積物(六

号;口絵2参照)である.下限は露出していない.

上面は,引き続いて堆積したと推定できる火砕物

(ユニット2)に覆われ,比高1-2m程度の不規則な

凹凸地形(hummockysurface)が,明瞭に保存さ

れている(第2図,六号;口絵5参照).

この上面の形状と以下の特徴から,この堆積物

は岩屑なだれの堆積物と判定できる.堆積物に含

まれる最大径5mを越える岩塊のうち,赤紫色に酸

化した溶岩のクリンカｰ部分(急冷した破砕部分)

や酸化していない均質な溶岩の岩塊は著しく破砕

しており,あるいは全く独立した岩塊として含まれ,

1997年5月号�
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ユニット7:ラハｰル堆積物

ユ毒ツよ6:回;ム

　

ユニット4ロｰム層機質粘土層ユニット5:岩屑なだれ堆積物

ユニット3:ラハｰル

積物

ユニット1:岩屑なだれ堆積物

ユニット2:火砕サｰジ堆積物ユニット2:火砕サｰジ堆積物

(道路)

第2図小屋川の露頭スケッチ図.三村･遠藤(1997)に基づく,道路北西側(口絵5)のスケッチを示す.

溶岩流の初生的な構造は保っていない.すべて,

二次的に移動してきて堆積したものである.大きな

溶岩の岩塊にはジグソｰ･パズル状に割れ目が入

り,更にほぐれかかった部分も観察できる.一方,

これらの岩塊には,水に飽和したラハｰル堆積物

中の岩塊の表面のような,細粒な基質(matriX)に

よるコｰティング(COating)は認められない.さらに

基質は,構成岩塊の砕片が細かく入り交じってお

り,固化はほとんど認められず,露頭の壁面でボロ

ボロと容易に崩れる.したがって,ユニット1の堆積

物は,巨大な岩塊が水を媒体とせずに,ほぼ乾い

た状態で流下･堆積した岩屑なだれの堆積物と解

釈できる.

岩屑なだれと呼ばれている現象は,最近では

1984年の御岳山の崩壊で生じた.このときは,御

岳山の山腹が崩壊し,これにより生じた岩屑が平

均速度80km/時程度の高速で斜面を11km程流下

した(粟田ほか,1984).岩屑なだれによって運ば

れる岩塊の大きさは,流れ山と呼ばれる地形を構

成するように数10mをこえることも少なくない.

ユニット1の岩屑なだれ堆積物の供給源は,磐梯

火山山頂域の先磐梯火山の溶岩に見られる節理に

沿った鉱染や,古磐梯火山の櫛ケ峰火山体山項部

の溶岩に見られる節理に沿う著しい褐色の酸化痕

(三村･中村,1995)が,この堆積物に含まれる溶

岩にハッキリと認められ,古磐梯火山の山項部分

と推定できる.

ユニット21火砕サｰジ堆積物

下位の岩屑なだれ堆積物(ユニット1)の凹凸に

富んだ表面を覆い,その凹部を埋め立てるように

(六号;表紙,口絵3など)堆積している最大層厚

1m余りの堆積物である.

大部分が妙ないしシルト大の火山灰から構成さ

れる細互層で,後述するように5つのサブユニット

からなる.円磨し,粘土化した軽石片のほか,淘汰

の悪い岩片として,径1cm未満の温泉変質を受け

た石質岩片が目立ち,炭化した植物細片を含む.

この細互層には,波長数10cmの砂丘構造,ある

いはアンチデュｰンなどのサンドウエｰブが発達す

る.砂丘構造は,上流側(stossside)で45｡未満,

下流側(leeside)では25｡未満の傾斜角を示す.

また,構成粒子の大きさと,明瞭な色調の違いによ

り,第3図に示すような5層のサブユニットに細分で

きる.各サブユニットは,下位のサブユニットをわず

かに削剥し,サブユニット毎に厚さの膨縮(pinch-

and-swell)が明瞭で,しばしば斜交葉理と,上方に

細粒になる正級化(norma1grading)がみられる.

このような特徴は,基底部に石質岩片が濃集し,

最も厚い,最下位のサブユニットで顕著である.正

級化が認められる場合を含め,サブユニットの構成

4一一流れの方向

ユニット3下部

�

■一`■'一･･一｡､e__...
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ユニット1:岩屑なだれ堆積物

第3図火砕サｰジ堆積物(ユニット2)の露頭断面のス

ケッチ.三村･遠藤(1997)に基づく.図中のa-e

は,本文中のユニット2の各サブユニットを示す.
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粒子が細かい部分ほど,分級が悪く,粗粒部ほど

分級が良い傾向(fine-dep1eted)が認められる.

各サブユニットの特徴を下位から順に簡単に記す.

サブユニットa1秒ないしシルト大の,淘汰が悪

い灰色の薄層で,最大径が1cm程度の黄色軽石

と,0.5cm大の角張った岩片を含む.比較的大き

な岩片は,下部に多く含まれ,全体として正級化

する.一部は弱く成層し,最上部に細粒砂ないし

シルト大の比較的淘汰の良い薄層を伴う.下位の

岩屑なだれ堆積物の凹部を埋積し,最大層厚は

40cm程度である.

サブユニットb:シルトないし粘土大の,やや紫色

を帯びたピンク色の薄層で,最上部に正級化した

部分を伴う.炭化した植物細片を多く含み,最大

層厚は13cm程度である.

サブユニットC:粗粒ないし中粒砂大で他のサブ

ユニットより粗粒で,葉理が発達した淘汰の良い,

灰色ないし赤褐色の薄層で,径0.1-1cm程度の,

円磨した黄色軽石を多く含む.最大層厚は9Cm程

度である.

サブユニットd1細粒砂ないしシルト大の,褐色

を帯びたピンク色の薄層で,径0.5cm大の角張っ

た岩片を含み,炭化した植物細片の黒色麹を伴

う.淘汰は悪いが,一部に葉理が認められる.最

大層厚は25cm程度である.

サブユニットe1中粒ないし粗粒砂大の,ピンクが

かった灰色の薄層で,径1cm以下の軽石を多く含

み,平行葉理が発達する.このサブユニットは,上

位層(ユニット3)に削られ,露頭の一部でのみ観察

できる.ただし､上位のユニット3と構成物に明瞭

な違いは認められず,一連の堆積物であることを示

唆する.最大層厚は15cm程度である.

これらの特徴から,この堆積物は火砕サｰジの

堆積物と解釈できる.火砕サｰジは,1965年にフ

ィリピンのタｰル火山で観察された噴火現象であ

る.火口から天空高く立ち昇る噴煙柱とは別に,

噴煙柱の根元からドｰナッツの輪のように地表に沿

って高速で広がる横なぐりの噴煙である(第4図).

砂あらしに似た乱流であり,火山ガスに混じって,

火山灰や火山岩片,ときにはマグマの破片である

軽石やスコリアを含む.

大規模な火砕サｰジは,1980年に米国のセン

第4図タｰル火山の噴火(1965年)における噴煙柱と

そのまわりに広がる火砕サｰジ(Fisherand

��楮捫攬�������

ト･ヘレンズ山の大噴火でも目撃された.ブラストと

呼ばれるこのときの火砕サｰジは時速180kmで,

火口から扇状に25kmの遠方まで吹き抜け,途中

の森林を人もろともなぎ倒した(第5図).ロｰマ時

代の西暦79年に,古代都市ポンペイが壊滅した有

名なベスビオス火山の噴火でも,火砕サｰジが繰

り返し発生し,街を襲い,人々を殺傷している.火

砕サｰジは悲惨な災害をもたらすことのある噴火

現象の一つである.

磐梯火山で発見されたこの火砕サｰジ堆積物で

は,上述した5つのサブユニットが見られることか

ら,火砕サｰジが繰り返し発生し,この露頭地点を

通過していったと推定できる.各サブユニットの主

部は,細粒分の含有量が比較的少ない,葉理を伴

った部分で乱流の主部に対応し,その上郡の細粒

な部分が巻上がった`灰かぐら'の部分に相当す

る.堆積物に含まれる摩耗した小さな軽石が,噴

火を起こしたマグマの破片と推定できる.ただし,

湿った火砕サｰジ堆積物にしばしば見られる火山
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第5図

セントヘレンズ火山における火砕サｰジ(ブラス

ト)によってなぎ倒された樹木(The1980erup-

tionsofMountSt.Helens,U.S.Geo1.Su〃.
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豆石(accretionary1api11i)は,小屋川の露頭では

認められない.むしろ,例えばユニット2の薄層が

完全に炭化した木片を含み,ピンクないし赤色系

を保つことが,ここを通過した火砕サｰジは火山豆

石を生じる状態よりもはるかに高温であったことを

示唆する.

ユニット3:ラハｰル堆積物

厚さ約3mで,下位の堆積物(ユニット1と2)の

起伏した面の,凹部を埋め,凸部を削って覆う.こ

のため,下位層との境界は,露頭断面(第2図)で

なめらかに波打って見える.

このユニット3の堆積物は,主部が相対的に粗粒

で,最下部と上部が細粒である3層構造を示す.こ

れらのうち最下部は厚さ10cm程の細粒層で,大部

分が淘汰が悪い径5mm未満の岩片と少量の軽石

からなり(六号;口絵3と6など),細かいラミナが部

分的に認められる.岩片のほとんどと軽石は著し

い温泉変質を受け,黄白色に粘土化している.こ

の細粒層は,下位の火砕サｰジ堆積物(ユニット2)

を明瞭な境で切っている.一方,上位の主部との

境界は,主部により削られている部分以外は漸移

する.

主部は,若干円磨を受けて角の取れた,径

30cm未満の安山岩礫に富み,一見して無層理･無

淘汰である(六号;口絵8参照).しかし,わずかな

がらその上部では,正級化(norma1grad1ng)し,

下部で逆級化(reversalgrading)の傾向にあり,下

半中心部に粗粒礫が濃集する.安山岩礫はほとん

どが,多少とも変質した暗青灰色同種の輝石安山

岩(m㎝olithologic)で,温泉変質を受けた岩片が

多く(容量比約40%),現在の古磐梯火山火道域下

部を構成する溶岩と同種である.このほか,少量

の粘土化した軽石(容量比5%未満)と,大部分の

安山岩礫とは際だって対照的に極めて新鮮な異種

の明灰色輝石安山岩礫(容量比1%未満)を含む.

基質はこれらの細片からなり,黄褐色に温泉変質

を受けた構成物が多い.安山岩礫はすべて,この

基質によってコｰティングされているのが大きな特

徴である.

上部約1mは,より細粒で主部と漸移する.この

細粒部は,著しく粘土化しているものの,岩片の粗

密によるラミナ(lamina)が残存する.また細粒部上

部には,径数mm未満の気孔(VeSiC1eS)と,これら

が連結した樹棒状の`パイプ構造'を多数認めるこ

とができる.

この堆積物は,軽石を含んではいるが,高温の

火砕流というよりは,むしろ,水分に富むラハｰル

(1ahar)として,堆積した可能性がある.構成安山

岩礫は,自然残留磁化(NRM)の方位も一定では

なく,この露頭の場所では岩石が磁化する温度以

下で堆積していることを示している.

ラハｰルは,火山泥流とも呼ばれ,インドネシア

のJava地方の火山地域での泥流に対する用語を語

源としている.ラハｰルには,火山灰などの噴出物

が山腹に堆積して多量の降雨によって泥流になっ
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たり,火砕流が湿地などを通過して泥流になったり

するものなど,多様なものを含んでいる.ユニット3

の堆積物では,少量ではあるが軽石を含み,大半

が同種(mono1itho1ogic)の輝石安山岩礫からな

る.このことに基づくと,このラハｰル堆積物は,

雲仙火山の噴火で認められたような石質火砕流

(三村,1988:b1ocヒandash皿｡w)と同様な現象

で斜面を流下し,途中から水分を含んだ高温のラ

ハｰルとなった堆積物であると推定できる.

ユニット4及び4':ロｰム及び粘土層

厚さ約70cmのロｰム質土(山野井,1996)で,

黄褐色に粘土化している.下位の堆積物との境界

は,不明瞭である.この堆積物には,径5Cm未満

の粘土化した軽石が混じる.層の中ごろには,径

2cm未満の帯青灰色の石質岩片を含む,厚さ5cm

ないし15cmの石質岩片濃集部(lithiczone)が挟

在する.最上部は,赤色風化し,植物の根状の赤

褐色斑が認められる.

このロｰム層の上位には最大の厚さ約25cmで,

一部帯緑灰色の暗灰色粘土層(ユニット4')が局部

的に残存する.粘土層上部は所により泥炭質で,

その表層部には半ば炭化した木片が多数含まれ

る.粘土層と下位のロｰム層との境界は明瞭で,

しばしば,周氷河地域に特有とされる,巻き込み

(inVOluti㎝)を観察できる.

ロｰム層の堆積メカニズムについては,従来か

ら議論がある.つまり;間断なく降り注いだ火山灰

によって直接的に堆積したものとする見解と,主に

二次的に移動してきて堆積したものとする見解(中

村,1970)である.最近では,後者が有力であると

する検討結果が多い(吉永,1995,山野井,1996

など).

ユニット5:上位の岩屑なだれ堆積物

この堆積物は厚さ約3mで,上記の下位層をな

めらかな起伏で覆い(第2図),その境界は明瞭で

ある.一部温泉変質を受けた岩屑を含むものの,

下位の岩屑なだれ堆積物(ユニット1)とは対照的

に,ほとんど風化を受けていない新鮮な崩壊物で

ある(六号;口絵9).露頭で見る限り堆積物の表

面は,岩屑なだれ堆積物に特有な凹凸地形を欠い

ているが,以下の岩屑なだれ堆積物の特徴を示

す.

構成岩屑は,径3mを越える輝石安山岩の破砕

した溶岩,及び脆弱な火砕岩の岩塊を含む.溶岩

の岩塊は灰色で,節理に沿う褐色の酸化が認めら

れるものの,岩塊の表面に,細粒基質によるコｰテ

ィングは見られない.溶岩岩塊には,ジグソｰ･パ

ズル状の割れ目が入り,更にほぐれてバラバラの

岩片塊になったものまで観察できる.また赤紫色

に酸化した溶岩のクリンカｰ部分が伴われているこ

とがあり,さらにこの部分だけが独立して火砕岩様

の岩塊になっていることもある.火砕岩岩塊は,灰

色ないし暗灰色の石質岩片を含み,一部温泉変質

を受けている.

また,この岩屑なだれ堆積物の基底から数10cm

の部分では,上記の温泉変質を受けた脆弱な火砕

岩岩塊が,基底面に平行に引き延びた形を示す.

この基底部は,半ば炭化した樹木の破砕片を含む

が,水に飽和したラハｰルの堆積物に特徴的な,

基質によるコｰティングは見られない.

ユニット61ロｰム層

厚さ約40cmの黄褐色ロｰム質土で,上記の岩

屑なだれ堆積物(ユニット5)を整合に覆う.この堆

積物は,明瞭な層理は認められないものの,下半

部が黄灰褐色,上半部が赤色風化して明赤褐色を

呈する.含まれる石質岩片は径数mm未満で,極

めて少ない.

このため,本ロｰム層の一部には細粒なガラス

質火山灰が風化した部分が含まれる可能性があり,

検討中である.

ユニット71ラハｰル堆積物

厚さ15mを越える,ラハｰルの堆積物で,摩耗し

角のとれた,多種(heterolitho1ogic)の安山岩礫

と完全に混合した,それらの細片を基質とする淘

汰の悪い堆積物である.少数の温泉変質を受けた

安山岩礫と,未炭化の木片を含む.礫は,岩屑な

だれ堆積物(ユニット1及び5)と異なり,細粒の基

質によってコｰティングされていることが多く,基

質には多数の気孔(vesicles,六号;口絵10)と,そ

れらが連結した`パイプ構造'が発達し,堆積時に

水に飽和していたことを示す.これらの堆積構造の

特徴は,下位のラハｰル堆積物と同様である.

本堆積物は,第2図露頭右端側面で下位層を大

きく削った谷地形を埋めている(三村･遠藤,1997).

この埋積谷の谷底部分には,厚さ20cmを越える

淘汰の良い砂と泥の互層を伴う.堆積物上部は約
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40cmにわたり褐色に風化し,粘土化が著しい.

ユニット8:ロｰム層

厚さ約20cmのロｰム質土で,下位の堆積物(ユ

ニット7)を覆い,上位に約30cmの表層土壌のクロ

ボク土をのせる.このクロボク土中には,約5千年

前の噴出物とされる沼沢火山の降下軽石層(Nm-

1:町田･新井,1992)が挟在する(千葉ほか,1994).

3｡対比と年代

上記の小屋川の露頭における各堆積物と周辺の

地層との対比について,三村･遠藤(1997)では,

次のように推定している.すなわち,下位の岩屑な

だれ堆積物(ユニット1)が翁島岩屑なだれ(三村,

1998;翁島岩屑流:鈴木,1988)堆積物に,上位の

岩屑なだれ堆積物(ユニット5)が頭無岩屑なだれ

(三村,1994;頭無岩屑流:鈴木,1988)堆積物に,

また地表に最も近いラハｰル堆積物(ユニット7)が

磨上原火山性泥流堆積物(鈴木ほか,1990)に対

比できる.

本稿でも,この対比に従う.ただし,地層名には

いくつかの問題がある.一つは,頭無岩屑流堆積

物(鈴木,1988)などと呼ばれてきた地層名であ

る.その模式地である頭無周辺には,実際には本

堆積物に相当する岩屑なだれ堆積物は分布しない

ことが,地形(小荒井ほか,1995)及び反射法弾性

波探査結果(遠藤ぼか,1995)から明らかになって

いる.つまり,この堆積物の主な分布域は頭無には

`無'く,その西方の磨上(第1図)周辺にある.この

ため三村ほか(1996)では,この岩屑なだれ堆積物

を,磨上岩屑なだれ堆積物と称したことがある.

｢頭無｣が適当な地層名か検討の余地がある.

いま一つは,最上位のユニット7に対比したラハ

ｰル堆積物についてである.磐梯山南西麓におい

ては,形成時代が異なる扇状地が存在しており,ラ

ハｰル堆積物も多くの年代のものが分布する.小

屋川の露頭におけるラハｰル堆積物は広範囲に分

布するものとして対比したが,従来の磨上原火山性

泥流堆積物(鈴木ほか,1990)と厳密に対比できる

かなどの点について,今後さらに詳しい検討が必

要であると考えている.

一方,三村･遠藤(1997)は,小屋川の露頭の堆

積物は,この周辺の岩相が異なる堆積物と次のよ

うな関係にあると推定している.ユニット2の火砕

サｰジ堆積物は,遠方下流域では,南東麓の葉山

ロｰム層(千葉ほか,1994)最下部のHP2軽石層

(HP2:中馬･吉田,1982)と同層準とされる(三

村･中村,1995)軽石流堆積物になっている.ま

た,頭無岩屑なだれ堆積物(ユニット5)は,磐梯火

山南西麓の軽石流堆積物(更科軽石流堆積物:小

荒井ほか,1994,に相当),南東麓では葉山ロｰム

層中のHP1軽石層(HP1:中馬･吉田,1982)に対

応するとしている.

地質年代では,HP2軽石層が,三村(1994)は7

万から9万年前,千葉ほか(1995)は約80ka,鈴木

ほか(1995)は72-83kaと推定している.またHP1

軽石層は,50-45ka(千葉ほか,1995)または30-46

ka(鈴木ほか,1995)と推定されている.

これらに基づいて,翁島岩屑なだれ堆積物の年

代として,約7ないし9万年前,即ち8万年前後,頭

無岩屑なだれ堆積物が,3ないし5万年前,即ち4

万年前後,小屋川で上位のラハｰル堆積物が,少

なくとも5千年以前と推定している(三村･遠藤,

���

4.南西麓における磐梯火山の崩壊と火山活

動

以上の露頭観察結果,対比及び年代から,この

小屋川の露頭を含む磐梯火山の南西麓における山

体崩壊と火山活動の歴史は次のように推定できる.

それぞれの事件は,ロｰム層の存在から示唆され

る岩屑堆積物の供給が少なかった時期に基づい

て,3つの時代に分けられる.総括図を第6図に示

す.また,エピソｰド1における一連のできごとを

代表的な例とする火山の成長と崩壊の現象を模式

図にして,第7図に示す.

エピソｰドて:古磐梯火山の破局的な崩壊と大噴

火一そして新磐梯火山の誕生

(て)古磐梯火山の破局的な山体崩壊とそれに引

き続いたプリニアン噴火

ユニット1の翁島岩屑なだれ堆積物は極めて大

規模に分布し(3.2-4km芋:守屋,1988),古磐梯火

山で山体の破局的崩壊(少なくとも4km3程度:井

口,1988)があったことを示す(中馬･吉田,1982;

三村,1994,など.'第7図B).この大規模な山体崩

地質ニュｰス513号�



磐梯山南西麓の岩屑堆積物一犬露頭はかく語る一

一45一

ユニット8

ユニット7

ユニット6

ユニット5
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�ラハｰル堆積物��1
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��山麓開析谷の発達�3
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o�岩屑なだれ堆積物��

��大磐梯火山体の崩壊�ド

｡���

���

�有機質粘土層�火山麓の植生復活�

蝋聾��一部に寒冷沼沢地�

｡o�ロｰム層�大磐梯火山体の成長�

漉�

oOo��↑�工

Oo�ラハｰル堆積物�大磐梯火山体の誕生�

o◎���ピ

��水蒸気爆発?�ソ

��↑�1

�火砕サｰジ堆積物�軽石噴火と�

o���ド

��噴煙柱足下の爆風�

漉��

��す�

o��新しいマグマの上昇�

�岩屑なだれ堆積物�による古磐梯火山の�

○り��破局的崩壊�

第6図小劇11の露頭の標準柱状図と推定される主なできごと.三村･遠藤(1997)に基づく.

壊は,後噴火活動を示す著しい温泉変質を受けた

岩屑が大量に含まれることなどから,古磐梯火山

の形成後に火山活動の休止期(第7図A)を置いて

後に生じたと推定できる.今から8万年前ほどの出

来事である.

新しいマグマの上昇によってこの古磐梯火山の

崩壊は引き起こされ,崩壊の直後に山頂火口部で,

成層圏まで達するような巨大な噴煙をあげるプリ

ニアン噴火を生じたと推定できる(第7図C).その

根拠は,岩屑なだれ堆積物に引き続いて堆積した

ユニット2,及びユニット3が共に軽石を含んでお

り,さらに本露頭の下流域では,それらのより遠方

の堆積相と推定できる軽石流堆積物が分布するこ

と,及び磐梯火山南東麓に,これと対比し得る

HP2軽石層が分布することである.

(2)火砕サｰジの発生

岩屑なだれに引き続いてユニット2の火砕サｰジ

が繰り返して生じた.この火砕サｰジは,高温であ

ったと考えられる.その根拠は,ユニット2の堆積

物は,軽石とともに炭化した植物片を含むこと,5

層のサブユニットの多くはピンクもしくは赤褐色を

呈して酸化していること,及びサｰジが湿っていた

ことを示す火山豆石を含まないことである.

この高温のサｰジは,上述の古磐梯火山崩壊後

の高温のプリニアン噴煙柱に,直接伴って生じた

現象であろう.一方,火砕サｰジを生じた高温の

噴煙流は,火山豆石を生ずるに十分な冷却高度ま

で達しなかった可能性もある.即ち,この火砕サｰ

ジ堆積物は,上記のブリニプン噴煙柱足下に生じ

た少なくとも数回にわたる`熱い'横なぐりの噴煙

(中村,1966)として山麓を流下したものと推定で

きる.

この堆積物の遠方相当層と思われる軽石流堆積

物は,山項のプリニアン噴煙柱が部分崩壊すること

で,高温の火砕サｰジに引き続いて生じたものと

理解できる.プリニアン噴煙柱の大部分の軽石は,

1997年5月号�



一46一

三村弘二･遠藤秀典

A.高く成長した火山体{､.

卜

B.大規模崩壊による

岩屑なだれ.}`.

む.一,

磁鍵…鱗

崩鍛

鰹ψ

欝鰍

C.プリニアン噴火と土塁｡が･･一.

D､水蒸気爆発?〆声i.=ξ盧･!㌔.

ラハｰルの発生

E.引き続く噴火活動オ｡

鮒増ピ

第7図磐梯火山における山体の崩壊から再

生に至る主なできごとの概念図.上

向きの矢印で示すように,山体の成

長に伴って再び急峻な地形が形成さ

れ,崩壊･噴火を繰り返している.

前述した軽石層HP2として磐梯火山の南東麓から

東方に厚く降下堆積している(千葉ほか,1994).

(3)水蒸気爆発?

火砕サｰジに続いて軽石を含んだラハｰル(ユ

ニット3)が山麓を流れ下った.

軽石流より火道近くで堆積したユニット3のラハ

ｰル堆積物は,構成礫の大部分が単一の安山岩か

らなる.このことは,火道周辺の崩壊カルデラ壁の

一部が崩落したことを示すのかもしれない.そこで

生じた石質火砕流が,先行した軽石流に引き続い

て,恐らくは,ブリニアン噴煙柱そのものの衰退時

に,崩壊力ルデラロから山麓へ押し出してきたもの

であろう.この堆積物は,基質によってコｰティン

グされ,水分に飽和している.従って,その発生要

因に,ブリニアン噴火の衰退とマグマ柱の低下に

より,火道内へ浸透した熱水もしくは地下水が,高

温のマグマと接触し,体積が急速に膨張すること

によって爆発する,水蒸気爆発を誘発したものと

も考えられる(第7図D).

なお,本堆積物は,極めて新鮮な灰色の輝石安

山岩礫を微量ではあるが含む.これは,火砕流の

発生時に崩落した火道壁周辺に,新鮮で非変質の

輝石安山岩が,ごく僅か露出していたことを示す.

この火砕流の発生時に,St.Helens火山の1980年

の山体崩壊と大噴火(Christians㎝andPeterson,

1981)と同様,新しい溶岩円項丘(新磐梯火山)が,

この古磐梯火山の崩壊カルデラ内に誕生しており,

既に,ごく小型ながら成長を開始していた可能性

も否定できない.

(4)ロｰム層と泥炭質粘土層の堆積

ラハｰル堆積物の上位を整合に覆うロｰム層

(ユニット4)は,ごく少量ではあるが,まばらに軽石

を含む.従って,山頂部での噴火活動が,断続的

にせよ行われていた.大局的には,先の古磐梯火

山崩壊とプリニアン噴火後,古磐梯火山の馬蹄形

崩壊カルデラ内に,新磐梯火山の大磐梯火山体が

誕生し,更に埋め立て成長していた時期に相当する

(第7図E).

この頃の山麓一帯は,比較的静穏で,かつ寒冷

な環境にあり,一部は沼沢地で,植生も復活してい

たことが,ロｰム上の泥炭質粘土層の堆積や,その

表層部にみられる巻き込み構造(inVOluti㎝)の発

達と多量の半炭化木片の埋積から示唆される.
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エピソｰド21線り返された崩壊と大噴火

(1)大磐梯火山体の崩壊

頭無岩屑なだれ堆積物の存在は,磐梯火山南西

域で2回目の山体崩壊(0.5km3以下:井口ほか,

1988)が生じたことを示す.4万年前ごろと推定で

きるこの2回目の岩屑なだれの発生までに,山項部

の大磐梯火山体は,火山弾などを放出するストロ

ンボリもしくはブルカノ式噴火によσ∵急峻な山体

を形成し,かなりの規模に成長した.その崩壊要

因には噴火と噴出物の堆積様式,山体の変形によ

る不安定化,及び火山体が“不安定な土台"の上

に乗っていたことなどがあろう.

頭無岩屑なだれ堆積物の分布面積は,翁島岩屑

なだれ堆積物よりはるかに小さく,その最遠到達距

離は,現在の磐梯山山頂から直線にして約10km

弱である(筆者ら,未公表).また,堆積物面上に特

徴的な流れ山も,翁島岩屑なだれ堆積物より小規

模で,径200m未満,比高は30m以下である.

(2)頭無岩屑なだれに伴った火山活動

頭無岩屑なだれ堆積物の表面は,ロｰム層(ユ

ニット6)が整合に覆っており,翁島岩屑なだれ堆

積物に伴うような軽石を含む火砕堆積物は,本露

頭では認められない.しかし,頭無岩屑なだれ堆

積物の分布域内には,より上流域で,この岩屑な

だれ堆積物に覆われない,即ち,より上位を示唆

する軽石流堆積物が局所的に見いだされる(三

村･中村,1995).

この関係は,既述した翁島岩屑なだれ堆積物に

おける,後続の軽石流堆積物との関係によく似て

おり,火山体の崩壊と岩屑なだれの発生から,山

頂部でのプリニアン噴火による軽石の噴出にいた

る,一連の火山活動を示唆する.

頭無岩屑なだれ堆積物も,それに引き続いたと

推定される軽石流堆積物及び降下軽石層HP1も,

ロｰム層で覆われている.この期問に,新磐梯火

山の大磐梯火山体は,さらに成長を遂げ,頭無岩

屑なだれで生じたであろう馬蹄形崩壊カルデラを

埋め尽くし,現在の磐梯山山頂部を形成したので

あろう.

エピソｰド3:新磐梯火山の崩壊

小屋川の露頭の最上部には,ラハｰ一ル堆積物が

存在する.この堆積物は,下位層を大着く削り込ん

だ谷地形(埋没谷)を埋積しているものの,それ以

外の場所では,堆積物直下のロｰム層(ユニット6)

を含めて下位層を殆ど削っていない(三村･遠藤,

1997).一方,この上位のロｰム層(ユニット8)との

境界面は,埋没谷部分で明らかに低い.従って,ラ

ハｰルは,この露頭を含む山麓の開析谷に沿って

流下,溢流しつつ堆積したのであろう.

このラハｰル堆積物は,軽石などマグマの本質

物を含まない.従って,この堆積物は,直接マグマ

を放出する噴火ではなく,山項部での水蒸気爆発,

もしくは多量の降雨による,山体の大規模な斜面

崩壊によりもたらされたことになる.

いずれにせよ,エピソｰド2以降このラハｰルの

発生までの2～3万年余りの間に,大磐梯火山体の

形成と山麓における開折が進んでいたことは確か

であろう.その山体斜面には,植生が復活していた

ことが,ラハｰル堆積物中に含まれる木片の存在

から窺える.

5｡おわりに

小屋川の露頭の観察は,1992年の夏から秋にか

けて行われた.筆者の一人三村は5万分の1地質

図幅磐梯山の調査で,遠藤は科学技術振興調整費

の調査でこの露頭を見い出した.その後の観察は

大部分が休日を利用したものであり,何度も訪れる

にしたがって,問題点が少しづつ整理され,本稿に

紹介したような結論に至った.近年,道路工事等

で新しい露頭ができても,のり面保護の工事が行

われ,観察できる期間はごく短いことが多い.今回

は工事関係者の協力もあり,比較的長い期間観察

できたことは僥倖というほかはない.また,この機

会にあわせて貴重な火砕サｰジ堆積物の断面標本

を作成することができた.この火砕サｰジ堆積物の

剥ぎ取り標本は,この4月以降当所の標本館に展

示されており,機会があれば直接みていただきた

い.

最後に,本露頭の観察にあたり露頭保存(のべ6

ヶ月)に便宜をはかっていただいた福島県耶麻郡

磐梯町建設課土木建設係長穴澤伸雄氏,一剥ぎ取り

標本作成と関連露頭写真撮影を行った東京文化

財研究所,本調査のご支援をいただいた猪苗代町

喜久屋渡部一二氏ご夫妻,現地討論のみならず,

岩石試料の採取と露頭保存に尽力された宇都宮大
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三村弘二･遠藤秀典

学教育学部中村洋一助教授をはじめとする関係者

の皆様に感謝いたします.
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